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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。 

２．売上高には消費税等は含まれておりません。 

３．従業員数は就業人員で記載しており、使用人兼務役員及び受入出向社員を含めております。 

４．当社は、関連会社を有していないため、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりませ

ん。                                              

５．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。                                          

  

回次 
第37期 

第１四半期 
累計(会計)期間

第36期 

会計期間 

自平成20年 
４月１日 

至平成20年 
６月30日 

自平成19年 
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（千円） 1,544,554 6,152,780 

経常利益（千円） 115,356 321,397 

四半期（当期）純利益（千円） 62,562 97,090 

持分法を適用した場合の投資利益

（千円） 
－ － 

資本金（千円） 767,955 767,955 

発行済株式総数（株） 8,500,000 8,500,000 

純資産額（千円） 3,172,561 3,160,933 

総資産額（千円） 9,111,290 9,184,756 

１株当たり純資産額（円） 373.28 371.91 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
7.36 11.42 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
－ － 

１株当たり配当額（円） － 7 

自己資本比率（％） 34.8 34.4 

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
739,959 2,415,113 

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△441,616 △1,309,860 

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
△360,418 △1,042,353 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
251,340 313,417 

従業員数（人） 80 82 
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２【事業の内容】 

 当第１四半期会計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。 

３【関係会社の状況】 

 該当事項はありません。 

４【従業員の状況】 

提出会社の状況 

 （注） 従業員数は、就業人員で記載しており、使用人兼務役員３名及び受入出向社員43名が含まれております。 

平成20年６月30日現在

従業員数（人） 80   
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産及び受注の状況 

 当社は、パレットレンタル業を営んでいるため、生産及び受注については該当ありません。 

(2）賃貸商品の貸与能力 

 当第１四半期会計期間末における当社の営業の主力を占める賃貸用資産の保有高（取得価額）は次のとおりであ

ります。 

 （注） １．その他物流機器については、その形状、種類が一様でないため、数量の記載を省略しております。   

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）賃貸用資産の購入実績 

 当第１四半期会計期間における賃貸用資産の購入実績は次のとおりであります。 

 （注） 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
種類  

当第１四半期会計期間 
（平成20年６月30日現在） 

数量（千枚） 金額（千円） 

パレット 3,188 11,067,036 

その他物流機器 － 1,022,619 

合計 － 12,089,655 

  
種類  

当第１四半期会計期間 
（自 平成20年４月１日 

  至 平成20年６月30日） 

数量（千枚） 金額（千円） 

パレット 128 553,572 

その他物流機器 － － 

合計 － 553,572 
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(4）販売実績 

 当第１四半期会計期間における種類別の販売実績は次のとおりであります。 

 （注）１．「リース」は輸送業者向けの自動車のリースであります。 

２．「その他」は利用運送事業に伴う収入であります。 

３．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

４．上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

種類別 

当第１四半期会計期間 
（自 平成20年４月１日  
 至 平成20年６月30日） 

金額（千円）  

賃貸 レンタル パレット 1,345,278 

    その他物流機器 119,875 

    計 1,465,153 

  リース   3,254 

  計 1,468,408 

販売 割賦   813 

  商品   32,021 

  再製品   9,452 

  計 42,287 

  その他   33,858 

  合計 1,544,554 

相手先別 

当第１四半期会計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

金額（千円） 割合（％） 

三井化学㈱ 301,897 19.5 

住友化学㈱ 219,795 14.2 

日本通運㈱ 161,800 10.5 
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２【経営上の重要な契約等】 

 当第１四半期会計期間について、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。 

(1）業績の状況 

 当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、原油価格の高騰や長期金利上昇、サブプライム問題に端を発した

株式市況の低迷、輸出見込みの鈍化等景気の減速・後退も囁かれる厳しい状況で推移いたしました。 

 このような経済状況のもとで、当社は今年度が最終年度の「第２次躍進経営３カ年計画」に基づき、積極的な提

案営業による新規のお客さまの獲得や、既存のお客さまの業容拡大に取組んだ結果、パレットレンタルの売上高は

順調に推移しましたが、機器レンタル・販売収入が減少し売上高は15億44百万円となりました。 

 費用面につきましては、収入拡大と品質維持のため増備したパレット等の減価償却費や修理費などが増加しまし

たが、販売原価等も減少し、販売費及び一般管理費を加えた営業費用は、14億25百万円となりました。 

 この結果、当第１四半期経常利益は１億15百万円、四半期純利益は62百万円となりました。 

 平成21年３月期の業績見通しについては、第２次躍進経営３カ年計画達成のためプールシステムによる一貫パレ

チゼーションの普及拡大と提案営業を積極的に展開し、新規のお客さまの獲得と既存のお客さまの深耕拡大を図る

と共に、費用削減を推進し利益の確保に全社一丸となって努めてまいります。 

(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は営業活動によるキャッシュ・フ

ローは増加しましたが、投資活動によるキャッシュ・フロー及び財務活動によるキャッシュ・フローが減少し、当

四半期末残高は２億51百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は７億39百万円となりました。 

 これは主に減価償却費、仕入債務の増加等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は４億41百万円となりました。 

 これは主に、木製パレットをはじめとする貸与資産の増備及び取替え等に要した支出４億24百万円によるもので

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、３億60百万円となりました。 

 これは主に、借入金の返済によります。 

(3）財政状態の分析 

（流動資産） 

 当第１四半期末における流動資産の残高は、13億84百万円となりました。 

 現金及び預金、売掛金及び未収金等の減少が主な要因であります。 

（固定資産） 

 当第１四半期末における固定資産の残高は、77億27百万円となりました。 

 貸与資産、社用資産の増加が主な要因であります。 

（流動負債） 

 当第１四半期末における流動負債の残高は、36億88百万円となりました。 

 リース未払金の減少が主な要因であります。 
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（固定負債） 

 当第１四半期末における固定負債の残高は、22億50百万円となりました。 

 設備投資に要した借入金及び長期リース未払金の減少等が主な要因であります。 

（純資産） 

 当第１四半期末における純資産の残高は、31億72百万円となりました。 

 その他有価証券評価差額金及び利益剰余金の増加が主な要因であります。 

  

  (4) 事業上及び財務上の対処すべき課題  

    当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

 当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 なお、貸与資産パレット等の新規調達の計画についても重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあ

りません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項はありません。 

（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項はありません。 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

（５）【大株主の状況】 

 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 30,000,000 

計 30,000,000 

種類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年６月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成20年８月12日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 8,500,000 8,500,000 ジャスダック証券取引所 － 

計 8,500,000 8,500,000 － － 

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年４月１日～ 

平成20年６月30日 
－ 8,500,000 － 767,955 － 486,455 
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（６）【議決権の状況】 

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認出来ないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】 

②【自己株式等】 

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。 

平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  8,499,000 8,499 － 

単元未満株式 1,000 － － 

発行済株式総数 8,500,000 － － 

総株主の議決権 － 8,499 － 

平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － － 

計 － － － － － 

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 

最高（円） 296 296 255 

最低（円） 281 249 232 
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３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】 

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】 
（１）【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 380,010 442,096

受取手形 43,508 43,166

レンタル未収金 689,500 706,323

売掛金 141,213 164,518

有価証券 10,151 10,141

その他 121,993 129,159

貸倒引当金 △2,268 △2,991

流動資産合計 1,384,108 1,492,414

固定資産   

有形固定資産   

貸与資産   

賃貸用器具 6,303,223 6,287,457

賃貸用車両 18,913 21,613

貸与資産合計 6,322,137 6,309,071

社用資産   

建物 196,947 199,736

土地 644,982 644,982

その他 89,978 81,771

社用資産合計 931,909 926,490

有形固定資産合計 ※1  7,254,046 7,235,561

無形固定資産 40,433 26,071

投資その他の資産   

投資有価証券 248,285 233,691

その他 192,698 205,596

貸倒引当金 △8,282 △8,578

投資その他の資産合計 432,701 430,709

固定資産合計 7,727,181 7,692,341

資産合計 9,111,290 9,184,756
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 661,495 554,541

短期借入金 1,050,000 1,050,000

1年内返済予定の長期借入金 1,083,310 1,094,800

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

リース未払金 604,266 653,398

未払法人税等 48,136 58,966

引当金 38,895 38,481

その他 102,298 88,855

流動負債合計 3,688,401 3,639,041

固定負債   

長期借入金 1,427,270 1,512,480

長期リース未払金 784,568 796,660

引当金 38,488 75,640

固定負債合計 2,250,326 2,384,781

負債合計 5,938,728 6,023,823

純資産の部   

株主資本   

資本金 767,955 767,955

資本剰余金 486,455 486,455

利益剰余金 1,936,685 1,933,616

自己株式 △251 △251

株主資本合計 3,190,843 3,187,774

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △18,281 △26,841

評価・換算差額等合計 △18,281 △26,841

純資産合計 3,172,561 3,160,933

負債純資産合計 9,111,290 9,184,756
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（２）【四半期損益計算書】 
【第１四半期累計期間】 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

売上高 1,544,554

売上原価 1,219,256

売上総利益 325,298

割賦販売未実現利益繰入額 192

割賦販売未実現利益戻入額 2,714

差引売上総利益 327,820

販売費及び一般管理費 ※1  205,868

営業利益 121,951

営業外収益  

受取利息 17

受取配当金 1,565

紛失補償金 24,549

その他 411

営業外収益合計 26,543

営業外費用  

支払利息 33,138

営業外費用合計 33,138

経常利益 115,356

税引前四半期純利益 115,356

法人税、住民税及び事業税 45,038

法人税等調整額 7,755

法人税等合計 52,794

四半期純利益 62,562
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 115,356

減価償却費 514,036

賞与引当金の増減額（△は減少） 414

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は
減少）

△37,152

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,019

受取利息及び受取配当金 △1,583

支払利息 33,138

固定資産除却損 37,572

売上債権の増減額（△は増加） 41,781

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,264

仕入債務の増減額（△は減少） 106,954

未払消費税等の増減額（△は減少） △33,790

その他の資産の増減額（△は増加） 2,841

その他の負債の増減額（△は減少） 43,360

小計 823,176

利息及び配当金の受取額 1,583

利息の支払額 △30,939

法人税等の支払額 △53,860

営業活動によるキャッシュ・フロー 739,959

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △5,000

定期預金の払戻による収入 5,000

投資有価証券の取得による支出 △207

有形固定資産の取得による支出 △424,968

無形固定資産の取得による支出 △16,441

投資活動によるキャッシュ・フロー △441,616

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 350,000

短期借入金の返済による支出 △350,000

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △296,700

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △204,224

配当金の支払額 △59,494

財務活動によるキャッシュ・フロー △360,418

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △62,076

現金及び現金同等物の期首残高 313,417

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  251,340
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

 棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

 棚卸資産については、従来、総平均法による原価法によっておりましたが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、総平均法による原

価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。これによる、

営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。 

【簡便な会計処理】 

 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等及び一時差異等の発生状況に著しい

変化がないと認められるので、前事業年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっております。 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

 該当事項はありません。 
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【注記事項】 

（四半期貸借対照表関係） 

 ※１．有形固定資産の減価償却累計額 

     貸与資産   5,767,518千円 

     社用資産    726,727千円 

（四半期損益計算書関係） 

 ※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額 

     従業員給料及び賞与     86,610千円 

     賞与引当金繰入額      15,525千円 

     退職給付引当金繰入額     1,433千円 

     役員退職慰労引当金繰入額   3,137千円 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

 ※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係  

                   （平成20年６月30日現在） 

     現金及び預金勘定            380,010千円 

     預入期間が３ケ月を超える定期預金  △138,820千円 

マネー・マネージメント・ファンド    10,151千円     

            計           251,340千円 

 （注）マネー・マネージメント・ファンドは流動資産の「有価証券」に含めて表示しております。     

（株主資本等関係） 

当第１四半期会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20

年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

普通株式   8,500,000株 

２．自己株式の種類及び株式数 

普通株式      800株 

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

配当金支払額 

（有価証券関係） 

 該当事項はありません。 

（デリバティブ取引関係） 

 該当事項はありません。 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月24日 

定時株主総会 
普通株式 59,494 7 平成20年３月31日 平成20年６月25日 利益剰余金 

2008/08/13 13:12:43日本パレットプール株式会社/四半期報告書/2008-06-30



（持分法損益等） 

 該当事項はありません。 

（ストック・オプション等関係） 

 該当事項はありません。 

      （企業結合等関係） 

 該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

当第１四半期会計期間末 
（平成20年６月30日） 

前事業年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 373.28円 １株当たり純資産額 371.91円

当第１四半期累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 7.36円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
当第１四半期累計期間 

（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 62,562 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 62,562 

期中平均株式数（千株） 8,499 
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（リース取引関係） 

 該当事項はありません。 

２【その他】 

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 

 該当事項はありません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成20年８月４日

日本パレットプール株式会社 

取締役会 御中 

監査法人 トーマツ 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 小山 謙司  印 

 
指定社員
業務執行社員  

公認会計士 中田 明   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本パレットプ

ール株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第37期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日

から平成20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責

任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、日本パレットプール株式会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２ 四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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